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平成 30 年度 第３回半田市地域公共交通会議事録 

開催日時 平成 30年８月１日（金） 15 時 20 分～17 時 00 分 

開催場所 半田市役所 大会議室（４階） 

会議次第 １．開会 

２．あいさつ 

３．報告事項 

（１）バスの愛称について 

①半田市地区路線バスの愛称 

②地区路線３路線の各バスの愛称 

（２）地区路線Ａバスラッピング、バス停のデザインについて 

 

４．協議事項 

（１）半田市バス路線の運行概要について 

①運行時刻表及び乗り継ぎ 

②運賃 

③バス停留所 

 

５．その他及び情報交換 

・コミュニティバス出発式 

日時：９月 30日(日) 10 時 00 分 

場所：知多半田駅ロータリー 

 

出席委員 

【欠席委

員】 

（会長） 

半田市副市長 

（委員） 

知多乗合株式会社取締役バス営業本部長 

安全タクシー株式会社代表取締役 

愛知県タクシー協会知多支部長 
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公益社団法人愛知県バス協会専務理事（欠席） 

国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官 

名鉄知多タクシー労働組合執行委員長 

愛知県知多建設事務所維持管理課長 

愛知県半田警察署交通課長（代理） 

亀崎地区代表区長 

乙川地区代表区長 

半田地区代表区長 

成岩地区代表区長 

半田商工会議所福祉共済課長 

社会福祉法人半田市社会福祉協議会事務局長 

半田市老人クラブ連合会会長 

特定非営利活動法人半田市観光協会事務局長 

一般市民（市民公募） 

名古屋大学環境学研究科教授（欠席） 

半田市副市長 

半田市総務部長 

半田市建設部長 

半田市市民経済部長 

半田市福祉部長 

半田市議会議員 

名古屋鉄道株式会社中部支配人（代理） 

愛知県振興部交通対策課主幹 

事務局 防災監       加藤幸弘 

防災交通課     課長 柘植信彦、副主幹 間瀬恒幸 

主事 間瀬勝信 

傍聴者 ５名 
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次  第 議事概要 

２．あいさ

つ 

（会長あいさつ） 

  

３．報告事

項 

（１） 

バスの愛称

について 

①半田市地

区路線バス

の愛称 

②地区路線

３路線の各

バスの愛称 

（２） 

地区路線Ａ

バスラッピ

ング、バス

停のデザイ

ンについて 

 

（事務局） 

説明 

 

（半田市議会議員） 

 バスも含めてそうなんですが、バス停もそうなんですけど。

今、半田市の在住外国人 3％増えてきてます。建前上だけかも

しれませんが、インバウンドを取り込んでいくぞなんていう勢

いでやってるわけなんですけど、バス停やこのバスには、英語

表記っていうのは併記されてるんでしょうか。 

 

（事務局） 

このバス停とバスにつきましては、英語表記は、今のところ

ございません。 

 

（半田市議会議員） 

なんで付けないんでしょうか。在住外国人、特に、ベトナム

の研修生が、今、大きく流れてきてる中で、足がない人、多い

と思うんです。利用者を少しでも伸ばしたいと思うならば、英

語の表記したって、別にそう大してコストが変わるわけでも何

でもないと思うんです。きれいにつくってくれるかどうかより

も、機能性あるかどうかっていう、そういう検討なされないん

でしょうか。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。少し、表記につきましては持ち帰ら
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させていただいて、検討させていただき前向きに進めてまいり

たいと思います。 

 

（会長） 

はい。他には、ご意見どうでしょう。 

 

（名鉄知多タクシー労働組合執行委員長） 

バスも非常にきれいで何よりなんですけど。先ほど、機能性

ということが言われましたけど、今回はこれでいいんですけ

ど。どちらの自治体も、そのうち広告を取るようになるんです

ね。業者さんでいかようにでも工夫されるんでしょうけど。た

だ、ごんくるという中にボーンと看板が来そうだなとか、そう

いうようなこともちょっと配慮いただけるようなデザインのほ

うがいいかなと。キツネのど真ん中に看板が来ても何ですの

で、そういうようなことです。以上です。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。今おっしゃっていただいたとおり、

広告事業も必要になるっていうふうには考えておりますので、

バスの車内であったりだとか、あるいは、バスの後ろの部分

等、少し活用していきたいなというふうには考えておりますの

で、よろしくお願いします。ありがとうございます。 

 

（会長） 

はい、どうぞ。 

 

（愛知県振興部交通対策課主幹） 

先ほどの英語表記については、議員さんがおっしゃっていた
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だいた。もともと、私、最初に第 1 回目の今年度の会議で、イ

ンバウンドをやらなきゃいけない、常滑からつながってくる幹

線のバスもありますし、そこから外国からのお客さんが、1200

万人の中の 600 万人は外国人なんですから。その中の何パーセ

ントかは、外国人がこの時期のバス乗ってもらわないと、利用

者は増えていかないです。そこについてはよく検討していただ

きたいというのがございます。 

あと、ラッピングのこれ、今、なかなかいい色は色なんです

けど。先ほど、名称については、この『「くらしの足」市民会

議』さんのほうには、話は伝わっていますか？ 

 

（事務局） 

ありがとうございます。そうですね。『「くらしの足」市民

会議』につきましては、会議体があるわけではなくて、その都

度、集まった皆さんで話し合いをしていただくっていう場にな

るものですから、委員が決まってるわけではないです。ただ、

6 月 30 日及び 7 月 1 日の『「くらしの足」市民会議』時点で

は、まだ決定をしていなかったものですから、その部分のご紹

介をまだしていません。今後は、市報等通じて、あと、それ以

外にも啓発できる、させていただく場面がありましたら、積極

的に広く飛躍していきたいと思っております。ご意見ありがと

うございます。 

 

（会長） 

よろしいですか。今の回答で。他にご意見等ありましたら。

はい、どうぞ。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 
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事業用の自動車は、車体表示が道路運送車両法で決められて

まして。運行事業者名を側面に記載しなければいけないことに

なってるはずなんですが、車体表示はされますよね？そこは、

一度ご確認していただいたほうがいいと思います。 

あと、多言語表記は、国土交通省でも推奨しております。

ちょっと既にデザインが出来上がってますので、どこまでやら

れるかっていう部分もあるんですけど、英語、中国語、韓国

語、日本語の４カ国語を推奨しております。日本語とローマ字

表記っていうのは、ベースになるかなと思いますが、一応ご参

考までに申し上げておきます。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。バスの事業者の表記につきまして

は、一度確認させていただいて、知多乗合さんと相談します。 

 

（知多乗合株式会社取締役バス営業本部長） 

バス自体は、私どもの所有するバスでございますので。今

おっしゃったように、会社名は表記させていただきます。その

場合、乗合っていうのは、表記はありますか。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

確か乗合は、昔はあったんですけど、一度確認してくださ

い。なくてよくなったはずです。 

 

（会長） 

他にご意見はよろしいでしょうか。続きまして①運行時刻表

や乗り継ぎにつきまして事務局から説明をお願いします。 

４．協議事 （事務局） 
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項 

（１） 

半田市バス

路線の運行

概要につい

て 

①運行時刻

表及び乗り

継ぎ 

説明 

 

（会長） 

ただいま、事務局から、①運行時刻表や乗り継ぎについて、

説明がございました。今の説明につきまして、ご意見、ご質疑

あれば、お受けいたします。はい、どうぞ。 

 

（愛知県タクシー協会知多支部長） 

乗り継ぎよりも、半田中央線の「知多半田駅（雁宿ホール

前）」というのが、どうしても苦になって。名古屋から来て、

まず乗れないと思って。知多半田駅に相当分かりやすく表記に

しないと、困ったなという話になるだろうなというのがすごく

心配です。 

それで、知多半田駅って頭に書くのが、いいのか悪いのか、

ちょっと私は逆に混乱を招くと思ってまして。雁宿も読めませ

んよ普通の人は。それが観光路線のほうだから、どうなんです

かね。乗り継ぎは５分もあるので、半田に住まわれてる人の乗

り継ぎはだいぶ工夫されたと思います。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。私どもといたしましても、バス停の

位置をどう表記していくかは、やはり大きな課題と思っており

まして、利用者の方が少しでも分かりやすいように工夫はして

いきたいと思っております。あと、読み方については、できる

限り、振り仮名を入れていきたいなと考えております。そうで

すね。他から来た方は確かに読めないなっていうのを、改めて

気付きになりました。ご意見ありがとうございます。 
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（知多乗合株式会社取締役バス営業本部長） 

こうやって半田に長くいますから、当たり前のごとく読んで

いますけど、駅名でもそうなんですけど、初めての人が見ても

分かるような形で、まず、さっきの英語表記じゃないですけ

ど、そういったところは、われわれとすると、それが当たり前

だというところをもっと踏み込んで、丁寧にっていうか親切に

対応されたほうが、私どもも自問自答しているんですけど、経

験則からいうと、そちらのほうがいいと思います。 

 

（会長） 

はい。ありがとうございます。他にご意見、ご質疑がありま

したら、お願いします。 

 

（乙川地区代表区長） 

半田病院って言ってるけれど、新しいとこのことを言ってい

るわけ？ 

 

（事務局） 

半田病院のことを。この隣にある半田病院のことを申してお

ります。 

 

（半田地区代表区長） 

12 ページで半田北部線の発が８時で、乗り継ぎが１分しかな

くて、北部線っていうのは知多半田のロータリーでしょ。こん

なので、これが乗り継ぎだって表示しているのはおかしいん

じゃないの？ 

 

（知多乗合株式会社取締役バス営業本部長） 
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要所要所の幹線との乗り換えは、非常に私どもも、全て大事

にしてまいりますけど。データ上は、乗り換えできるというこ

とは分かりますけど、ちょっとやり過ぎじゃないかなと、事業

者としては思いました。以上です。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。ここの乗り継ぎのご案内の仕方につ

いは、検討していきたいと思います。将来的には、まだ少し先

の話になろうかと思うんですけど、乗り継ぎ地点に、将来的に

ロータリーのようなものが造ることができるのであれば、バス

が 3 分とか 5 分とか、お互いが待てるような環境ができたとき

に、少し、この乗り継ぎの地点としての活用が生まれてくるの

かなと思っております。今、ご指摘いただいたとおり、乗り継

ぎのご案内については、少し中で協議をさせていただきたいと

思います。 

 

（会長） 

はい。他にご意見がありましたら、お願いします。 

 

（愛知県振興部交通対策課主幹） 

半田・常滑線が日本福祉大学まで行くのが、一つの幹線とい

う格好で考えるっていうことですか？ 

 

（事務局） 

はい。 

 

（愛知県振興部交通対策課主幹） 

それは、幹線系の補助の対象になるということですね？それ
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の整理だけはしっかりしといていただきたい。 

 

（事務局） 

そうですね。常滑と半田を結ぶ地域間幹線の位置付けとし

て。 

出すのは、知多バスさんになります。 

 

（知多乗合株式会社取締役バス営業本部長） 

常滑市さんとも、これの協議をきちんと進めております。 

 

（愛知県振興部交通対策課主幹） 

ありがとうございます。そこはうまくやってください。 

それから、もう一点、先ほど、乗り換え、実は私もちょっと

心配でこれ。1 分で乗り換えという表記はもう一度見直してい

ただけるのですね？特に、15 ページの青山・成岩線は、１分

とか２分の乗り継ぎばっかりで。どの便に乗り継ぎ可能かって

いうのは、よく便を見て利用するほうがいいのかなと。お年寄

りの方で足が悪ければ、とても無理な場合もありますし。 

 それと、武豊のバスの乗り継ぎの便が３本ぐらいあるなら

ば、半田の市民の方も乗れるのですから、表示の仕方とか案内

の表示をやっていただくといいと思いますので、ご検討くださ

い。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。先日の武豊町の公共交通会議も参加

させていただいて、中を見るようにさせていただいておりま

す。表示についても、利用される市民目線で取り組んでいきた

いというふうに思っております。 
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あと、乗り継ぎにつきましては、幹線と地区路線への乗り継

ぎを一番重点して、見立てております。今回、半田中央線と青

山・成岩線につきましては、乗り継ぎができたりできなかった

りっていうところができてしまっておりますが、今、このダイ

ヤをちょっと触ってしまいますと、他の幹線のほうに大きな影

響ができてしまいますので、いったんは、これでやらさせてい

ただいて、この乗り継ぎの青山・成岩線と半田中央線の乗り継

ぎの案内については、案内の仕方も含めて、中で協議をさせて

いただきたいと思います。 

 

（会長） 

はい。他にご意見のある方はございませんか。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

今回、日本福祉大学まで直通の系統が新しくできることにな

りますので、場合によっては国の補助の対象になります。こち

らは基本的に、協議会が県の協議会で対応となりますので、速

やかにお願いします。 

これに伴って、亀崎・有脇線は、フィーダーの補助を申請さ

れるおつもりということでよろしいでしょうか。 

 

（事務局） 

はい。そちらの直通便のほうが地域間幹線という位置付けが

かないましたら、亀崎・有脇線は、そのフィーダーということ

で、補助対象となるとありがたいなと思っております。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

そちらの申請の協議については、どうされるおつもりです
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か。 

 

（事務局） 

書類等をお送りさせていただいて、お目通しをいただいてる

と思っていますが。これは、書面協議では。 

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

皆さん納得いただけるのであれば、書面協議で結構ですが。

皆さまご存じだと思いますが、地区路線Ａの他の 2 路線は既

に、地域交通維持改善計画ということで、本協議会で承認して

いただいて、国土交通省のほうに補助の申請を出していただい

てる状態です。県の幹線も含めて、変更という格好になると思

いますが、当然変更は勝手にやっていいわけではないので、そ

れぞれ、幹線は県、フィーダーは市の協議会で承諾を得た上

で、変更の手続きをやっていただく必要があります。書面であ

れ、実会議であれ、何らかの格好で承諾を取っていただく手続

きのほうをできるだけ速やかにお願いします。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。皆さん、お忙しい中お集まりいただ

いておりますので。先回の会議の中で、ご承認いただいてると

ころですが、そこに亀崎・有脇線を加えたものを改めて作らさ

せていただいて、委員の皆さんにお送りさせていただきます。

書面協議ということで、ご承認いただけましたら、お願いした

いと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（会長） 

事務局からの提案です。亀崎・有脇線の補助申請について、
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書面にて皆さんのところにお送りするので、ご承認がいただき

たいということですけど、よろしいでしょうか。いいですか。 

 

（会長） 

他にご意見のある方は。ありませんか。 

ありがとうございます。それでは、協議事項①の運行時刻表

および乗り継ぎについてでありますが、先ほどご意見が出まし

たように、乗り継ぎの表記については、再検討をさせていただ

きます。また、 

ゆめころんとの乗り継ぎについての表記も検討させていただ

きます。そして、先ほども確認しましたように、補助申請につ

きましては、書面にて、また委員さんのほうに確認をさせてい

ただくということで、ご承認がいただけるようでしたら、拍手

をお願いいたします。 

 

＞一同 拍手 

 

（会長） 

ありがとうございます。続きまして、協議事項②の運賃につ

きまして、事務局から説明をお願いします。  

②運賃 （事務局） 

説明 

 

（会長） 

ご意見ないようですので、②の運賃についてご理解の上、ご

承認がいただけるようでしたら拍手をお願いいたします。 

 

＞一同 拍手 
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（会長） 

はい、ありがとうございます。続きまして協議事項③のバス

停留所につきまして事務局から説明をお願いします。 

③バス停留

所 

（事務局） 

説明 

 

（会長） 

はい。事務局から、バスの停留所につきまして、説明をさせ

ていただきました。このことにつきまして、何かご意見、ご質

疑がありましたら、お願いします。 

 

（亀崎地区代表区長） 

このバスは、私たちが歩けなくなったときとか、体調が悪い

ときにも使いたいと思っています。ですが、亀崎は１時間半に

１回しか来ないです。これ逃すと、１時間半待たなければいけ

ないです。ひょっとして手挙げたら止まってくれるっていうな

ことはないですよね？  

 

（国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企画専門官） 

今回の場合は、フリー乗降区間を設定しておりませんので、

基本的には、バス停で乗降していただくことになります。今

後、いろいろな条件を鑑みて、場合によってはできるかもしれ

ないですけど、現状の事業計画ではバス停以外で乗降は、やっ

ていただいてはいけないということです。 

 

（会長） 

はい、ありがとうございます。他にご意見、ご質疑は。 
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（半田市議会議員） 

バス停の位置を地域の方に見ていただいたということは理解

しました。しかし、半田中央線のバス停名が直感的に分からな

いような名前がたくさんある。住吉町１丁目があって、２丁目

があって、３丁目があったほうが、普通の人は分かるだろうと

思います。半田中央線に商店名を明記されている意図があるん

でしょうか。中華料理久田って言われても分からない。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。特に、住吉町１丁目、２丁目、３丁

目というふうに言っていただいたんですけども。特に、住吉町

１丁目は、１丁目、２丁目、４丁目とありまして。一方で、同

じようなバス停の名称が重なってしまうと、逆に分かりにくさ

もあるのかなっていうところもありまして。地域の方になじみ

のあるお店の名前を、半田中央線に多く設定したというつもり

はありませんでしたが、結果的にそうなってるのかもしれませ

ん。 

 

（半田市議会議員） 

このままいくの？ 

 

（事務局） 

このままいきたいと思っております。 

 

（中村） 

利用する方が、これで分かればいいと思います。僕が違う町

に行って、こういうふうに書かれたら、全く分からない。中華
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料理ヒサダを調べて、そこがどこにあるかを逆に見ていかない

と、そこのバス停はどこだか分かんないだとか、そういうこと

になりかねない。そこは、来た方が利用しやすいように考えて

いただける余力があるなら、それは考えていただければなと。

必ずしもその土地の名前を付けなければならないわけではなさ

そうですし。 

 

（知多乗合株式会社取締役バス営業本部長） 

バス事業者として、バス停の現状を皆さんに情報としてお伝

えしたいと思います。 

昔は、バス停の停留所ができると、不動産がボンボン売れた

という時代が過去にございました。では、今どうなってるかと

いうと、バス停一つ作るのにも、はっきり言って本当に苦労し

ます。今回、名称はどういう経緯か分かりませんが、おそら

く、バス停の場所を提供することに対して、表記しているもの

だと思っております。 

本当に、今はバス停を一つ作るのにも、安全第一で、横断歩

道の近くでは当然駄目ですし、その辺も地元の方々からは嫌が

られちゃうような。本来、コミュニティバスのバス停はそうで

はいけないんですけども、今、ご利用されない方からすると、

そういうものだということをご報告をさせていただきます。 

 

（会長） 

他にご意見、ご質疑があられる方、お見えになりましたら、

どうぞ。よろしいでしょうか。では、協議事項③のバスの停留

所につきましても、ご承認がいただけるようでしたら、拍手を

お願いいたします。 
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＞一同 拍手 

 

ありがとうございます。以上で、本日の協議題は全て終わり

ました。続いて５.その他になりますけども、事務局から連絡

事項をお願いします。 

５．その他

及び情報交

換 

 

 

（事務局） 

お手元の次第にありますが、コミュニティバスの出発式を、

先回の会議の中でもご案内をさせていただいてるとおりで、９

月 30 日の日曜日に行う予定です。委員の皆さまには、改めて

ご案内をさせていただきます。 

場所につきましては、前回の会議では、日本福祉大学となっ

ておりましたが、集まりやすい環境でというところで、知多半

田駅のロータリーに変更させていただきます。なお、時間につ

いては、午前 10時からの予定をいたしております。 

また、バスについて９月１日号の市報の中に別冊で時刻表や

路線、運賃あるいは乗り方等も含めて、お配りをさせていただ

くというふうに予定しております。 

 

（会長） 

今のバスの出発式については、改めて、委員の皆さんにご案

内を、事務局から送信するということで、再度ご案内を差し上

げますので、よろしくお願いをいたします。 

以上で、本日の会議は全て終了しました。委員の皆さま、長

い時間、ありがとうございました。これを持ちまして、半田市

地域公共交通会議を終了とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

 

一同 ありがとうございました。 
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終了   

 


